
会 議 記 録 

会 議 の 名 称  議会改革特別委員会 

開 催 日 時 
 令和７年１０月１０日（金） 
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開 催 場 所  宮代町役場 議会室 

出 席 委 員 の 氏 名 

委 員 長  合川 泰治 

副委員長  野原 洋子 

委  員  丸山 妙子 

福澤 和美 

小島 あけみ 

   塚村 香織 

川野 武志 

議  長  田島 正徳 

出 席 職 員 の

職 ・ 氏 名 

 議会事務局長 押田 昭浩 

  主    幹 関根 雅治 

 主        任 金子 尚子 

会議の公開・非公開 ■ 公開  □ 一部公開   □ 非公開 

一 部 公 開 又 は

非 公 開 の 理 由 
  

傍 聴 の 可 否  ■ 可   □ 否 

傍 聴 者 の 人 数  １名 

会 議 資 料 の 名 称  次第 

記 録 の 作 成 方 法  □全文記録  ■要点記録 

審 議 の 内 容 

（１）第１０回委員会の確認について 

【決定事項】 

・資料１のとおり実施していく。 

 

（２）若い世代に向けた活動について 

（川野委員） 

・講座を実施している取手市などの中継映像を見て参考にした

い。 

（福澤委員） 

・気軽に話ができる雰囲気で行うのはどうか。 

（丸山委員） 

・羽生市議会の出前講座を直接見に行き、参考にしたい。懇談

会では柔らかい雰囲気で行いたい。 

（塚村委員） 

・講座形式で実施するのはどうか。 

（小島委員） 



・羽生市議会では、議会とは、町との関わりについて説明を

し、子どもたちからいろいろな質問を受けて実施していると

伺っている。 

（野原副委員長） 

・大勢の方に傍聴に来て見てもらいたい。目の前で実施するの

がいいと考える。 

（丸山委員） 

・議会の意義を優しく伝えたい。 

 

【決定事項】 

・継続して検討していく。 

 

（３）議会広報委員会のあり方について 

（野原副委員長） 

・議会広報モニター制度を実施していきたい。皆さんと一緒に

考えていきたい。 

（塚村委員） 

・以前視察に行った群馬県榛東村で行っていた。 

（丸山委員） 

・１０年前の視察先長野県の飯綱町でも町民が関わって議会だ

よりを作成していた。 

（合川委員長） 

・モニターの活動内容を議会全般または広報だけに携わっても

らうのか精査する必要がある。 

（丸山委員） 

・別々にモニターを導入していくのがよい。 

（合川委員長） 

・議会広報委員会についてはどうか。 

（野原副委員長） 

・議会広報委員をやると自分のスキルアップにつながる。未経

験者が多いので経験者にも入っていただくと視野が広がる。 

（丸山委員） 

・全員が関わっていくのが大事である。 

（塚村委員） 

・町の広報はＹｏｕＴｕｂｅを利用している。動画を撮るのは

どうか。 

（野原副委員長） 

・動画を導入することなどを決定するには議会広報委員会を特

別委員会にした方がいいのでは。 

（丸山委員） 

・動画のアイデアはとても良い。得意な人が委員会にいるとい

いが、いないと大変になる。 

（合川委員長） 

・全員協議会で協議する必要がある。 

（丸山委員） 

・議会広報委員会は常任委員会のままでできる方がよい。 

 



（合川委員長） 

・議会広報委員会から依頼があればサポートしていきたい。 

（野原副委員長） 

・行き詰ったときに他の議員にも参加していただいて、多くの

目で判断をして欲しい。 

（合川委員長） 

・公聴活動は議会運営委員会が担当して議会懇談会を行ってい

る。これを変更するとなると、今の議会広報委員会が担当するこ

とになると考える。今の議会広報委員会の人数だと負担が多い。 

（小島委員） 

・議会広報委員会を特別委員会にしてメンバーを増やすと課題

が解決されるのではないか。 

（野原副委員長） 

・杉戸町の議会広報は議会中から活動し、明るく活気があった。

特別委員会ならではと思った。 

（丸山委員） 

・近隣の市町は常任委員会と特別委員会とどちらが多いのか。 

（事務局） 

・杉戸町では編集委員会という名称であるが特別委員会である。 

（川野委員） 

・広報モニターの有償、無償については。 

（野原副委員長） 

・議会広報委員会の公聴活動も含めると負担が大きい。 

【決定事項】 

・広報モニターを導入する。 

・広報モニターについて全員協議会で説明していく。 

・議会広報委員会を特別委員会としていく。 

 

（４）その他 

 

検討課題について 

（丸山委員） 

・全員協議会で意見を聞くのはどうか。例えば、委員会で決定し

て開始した決算特別委員会の事前通告についてのメリット、デ

メリットを聞くなど振り返りが大事である。 

（議長） 

・事前通告の内容チェックについてはどうか。 

（丸山委員） 

・事前通告の内容の考えを共通認識していく必要がある。 

（川野委員） 

・委員会で決定したものを全議員に示していく。本会議での事

前通告は進めていくべきだと考える。 

（丸山委員） 

・決算特別委員会委員長からの立場から言えば、本会議での事

前通告は検討が必要である。 

【決定事項】 

・継続して審議していく。 



 

議長より、議会改革アドバイザーを委嘱している３議会（長野県

諏訪市、千曲市、宮代町）合同打合せ会については、１１月以降

にオンラインで実施する予定であるとの報告があった。 

 

そ の 他 必 要 事 項  

 


